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序     文 

 

 黄砂問題は北東アジア全体における深刻な課題となっており、国際的な黄砂観測網構築

に向けた取り組みがなされている。ゴビ砂漠を有し、黄砂全体の 30%が同地方から発生して

いるものと推定されるモンゴルにおいても、早急な黄砂観測網構築の必要があるものの、

観測における技術的なノウハウ不足等により、モンゴル国単独による構築は極めて困難な

状況にある。 

 このような現状から、モンゴル国政府は我が国に対し、自然環境省をカウンターパート

とした黄砂モニタリング・ネットワーク構築にかかる技術協力要請があった。 

本件を、平成 17 年 2 月から実施している「気象予測及びデータ解析のための人材育成プ

ロジェクト」（カウンターパート：自然環境省気象水文環境監視庁）の中の一つの活動とす

るため、運営指導調査団を派遣してモンゴル側と協議を行い、PDM 等の修正を M/M 署名をも

って確認した。 

 本報告書は、調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの展開に

広く活用されることを願うものである。 

 ここに、同調査にご協力いただいた外務省、国土交通省気象庁、在モンゴル日本大使館

など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き一層のご支援をお願

いする次第である。 

 

平成 18 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 富本 幾文 
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第１章 運営指導調査団の派遣 

 

１－１ 運営指導調査団派遣の経緯と目的 

 黄砂問題はわが国のみならず北東アジア全体における深刻な課題となっており、国際的にも黄砂

被害の軽減に向けた対策を講ずる必要があるとの共通認識のもと、2002 年 12 月より地球環境ファ

シリティ（GEF）及びアジア開発銀行（ADB）の協調支援により、黄砂対策プロジェクトが開始さ

れ、日・中・韓・モンゴルの 4 カ国及び ADB、UNEP、ESCAP、砂漠化対処条約（UNCCD）事務

局の 4 国際機関の参加により、黄砂対策に向けたマスタープラン作りが実施されている。 

同マスタープラン（ドラフト）の中では、黄砂対策を講ずるに先立ち、まず黄砂発生のメカニズ

ム及び発生源の特定が急務であり、そのためにも黄砂にかかる観測網構築の重要性と緊急性が謳わ

れており、既に中国においては、日本を始めとする協力国の支援を得つつ、観測網構築に向けた取

り組みがなされている。 

一方、国土のおよそ 4 分の 1 を占める広大なゴビ地方（ゴビ砂漠）を有し、黄砂全体の 30%が同

地方から発生しているものと推定されるモンゴルにおいても、早急な黄砂観測網の構築が必要であ

りながら、国家財政及び観測における技術的なノウハウの不足により、モンゴル国単独による構築

は極めて困難な状況にある。 

かかる現状により、モンゴル国政府はわが国政府に対し、黄砂観測網構築に向けた機材及び技術

支援にかかる協力を要請してきた。 

 当該案件はモンゴル国自然環境省気象水文監視庁を対象とした協力が妥当と考えられ、平成 17

年 2 月からモンゴル国自然環境省気象水文環境監視庁を対象とした「気象予測及びデータ解析のた

めの人材育成プロジェクト」が実施中であることから、当該プロジェクトの活動の一つとするため

運営指導調査団を派遣して PDM 等の修正を行い、これをモンゴル側とミニッツをもって確認した。 

 更に、調査団は上記の追加された活動に必要な機材（LIDAR（黄砂等大気観測装置）他）の設置

場所の確認を行った。 

 

１－２ 調査団の構成 

 運営指導調査団 

担当業務 名前 所属 

団長 永石 雅史 JICA 地球環境部第三ｸﾞﾙｰﾌﾟ水資源・防災第二ﾁｰﾑ長 

環境行政 瀬川 恵子 環境省地球環境局環境保全対策課課長補佐 

環境計測・分析 西川 雅高 
(独)国立環境研究所環境研究基盤技術ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ環境

分析化学研究室室長 

協力企画 中山 敦司 JICA 地球環境部第三ｸﾞﾙｰﾌﾟ水資源・防災第二ﾁｰﾑ 
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１－３ 調査日程 

 

調査日程 調査団 

1 3 月 2 日 水 ウランバートル着（除永石団長） 

2 3 月 3 日 木 

JICA モンゴル事務所打合せ 

在モンゴル日本大使館表敬 

NAMHEM 協議 

NAMHEM 表敬（長官） 

3 3 月 4 日 金 
ウランバートル発（車） 

Dalanzadgad 着 

4 3 月 5 日 土 

現地調査（Dalanzadgad 気象研究センター（気象台）） 

Dalanzadgad 発（車） 

マンダルゴビ着 

5 3 月 6 日 日 
マンダルゴビ発（車） 

ウランバートル着 

6 3 月 7 日 月 

自然環境省表敬 

現地調査（ウランバートル地方気象台調査、環境中央ラボ） 

財務省表敬 

ウランバートル着（永石団長） 

7 3 月 8 日 火 
NAMHEM との協議 

ウランバートル発（列車） 

8 3 月 9 日 水 

Zamin Uud 着 

現地調査 

Zamin Uud 発（車） 

Sain Shand 着 

現地調査 

Sain Shand 発（列車） 

9 3 月 10 日 木 

ウランバートル着 

NAMHEM 庁舎調査 

NAMHEM・自然環境省・財務省との M/M 協議 

10 3 月 11 日 金 

NAMHEM・自然環境省・財務省との M/M 協議、MM 署名 

JICA モンゴル事務所報告 

在モンゴル日本大使館報告 

11 3 月 12 日 土 現地調査（ウランバートル市内） 

12 3 月 13 日 日 ウランバートル発 
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第２章 合意事項 

 

 現地調査及びモンゴル側との協議の結果、下記のとおり PDM の修正等について M/M 署名をもっ

て合意した。 

 

２－１ ＰＤＭ 

 PDM を下記のように修正した。 

(1) 上位目標 

  モンゴルにおいて気象情報担当官署は NAMHEM であることは明らかであるため、敢えて明記

する必要がないこと、及び、行政組織上、気象情報に責任を負っているのは自然環境大臣である

ため、「issued by NAMHEM」部分を削除し、下記の通りとした。 

  Weather information issued by NAMHEM is utilized for natural disaster management and climate 

change impact assessment in Mongolia. 

(2) プロジェクト目標 

  当初目標に、下記のとおり下線部を追加した。 

  To provide more reliable, useful and timely weather information including DSS data through developing 

the capacity of the weather service staff and related environmental experts. 

新たに指標を一つ追加した。 

d. Number of days for the transfer of DSS monitoring data 

(3) 成果 

  新たに成果を一つ追加した。 

  7. Information on monitoring of dust storms and yellow sand (DSS) is issued. 

(4) 活動 

  新たに活動を二つ追加した。 

  7.1 To procure and set up DSS monitoring system. 

7.2 To conduct training on operation and maintenance of DSS monitoring network and data analysis. 

 

２－２ 供与機材 

 現地調査の結果、新たにレーザーライダー3 台を含む黄砂観測を、下記の場所に設置する。 

・ウランバートル；LIADR、PM10・TSP 計、データ送信システム、中央モニタリングシステム 

・Dalanzadgad；PM10・TSP 計、視程計及びデータ送信システム 

・Sain Shand；LIDAR、PM10・TSP 計、視程計及びデータ送信システム 

・Zamin Uud；LIDAR、PM10・TSP 計、視程計及びデータ送信システム 

 注：TSP は大気粉じん、PM10 は TSP のうち直径 10μm 以下の微粒子 

 

２－３ 日本人専門家 
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 新たに、下記短期専門家を投入する。 

・黄砂観測データ解析処理及び共有：1 名 

・黄砂モニタリングネットワーク運用維持管理：1 名 

・黄砂モニタリングシステム機材計画：1 名 

 

２－４ カウンターパート 

 新たに下記カウンターパートを配置する。 

・Dr. Dulam Judger (senior researcher, Institute of Meteorology and Hydrology, NAMHEM) 

・Dr. Chimed Gonchigsumlaa(Deputy Director, Strategic Planning and Policy Implementation Department, 

MNE) 

  新たに下記サブカウンターパートを配置する。 

（データ解析処理） 

・Ms. Batmunkh Tsatsaral (Researcher, Institute of Meteorology and Hydrology, NAMHEM) 

・Ms. Tumendemberel Bulgan (Chief Engineer, Central Laboratory for Environmental Monitoring, 

NAMHEM) 

（ネットワーク運用維持管理） 

・Mr. Altangerel Galtbaatar (Head of Equipment and Calibration Laboratory, NAMHEM) 

（データ共有） 

・Mr. Gonchig Ganzorigt (Officer of  Strategic Planning and Policy Implementation Department, MNE) 

 

２－５ Ｐ／Ｏ 

 黄砂プロジェクト実施に必要不可欠な機材（LIDAR 他）の調達状況を確認の上、改めて修正を行

うこととした（JICA モンゴル事務所にて先方と M/M を取り交わす）。 
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